
特
集
・
都
市
と
港
湾
⑧

港
湾
と
都
市
の
融
合
都
心
臨
海
部
の
再
開
発
を
と
お
し
て

斉
藤
正
勝
<
企
画
調
整
局
企
画
課
主
査
>

か
つ
て
客
船
の
占
め
る
比
率
が
高
か
っ
た
時
代
、
ふ
頭
は
都
心
部
と
密
接
な

か
か
わ
り
を
も
っ
て
い
た
が
、
貨
物
中
心
に
機
能
が
変
化
し
た
い
ま
、
都
心
部
に
あ
る

ふ
頭
は
ど
の
よ
う
に
都
市
と
結
び
つ
く
ベ
き
な
の
か
。
新
港
ふ
頭
の

再
開
発
を
め
ぐ
っ
て
、
都
市
機
能
と
港
湾
機
能
の
融
合
の
あ
り
方
を
考
え
る
。

ま
え
が
き

　
横
浜
に
お
い
て
も
港
湾
と
都
市
と
の
蜜
月
時
代
は
あ

っ
た
。

　
開
港
以
来
、
諸
外
国
と
の
貿
易
の
伸
展
に
伴
い
、
横

浜
の
商
業
活
動
は
活
況
を
呈
し
た
。
港
湾
は
貨
物
だ
け

の
扱
い
ば
か
り
で
な
く
旅
客
船
の
出
入
は
ひ
ん
ぱ
ん
で

あ
り
、
西
洋
の
文
化
、
情
報
、
最
新
技
術
を
輸
入
す
る

国
の
玄
関
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
後
の
航

空
機
、
通
信
施
設
等
の
発
達
に
よ
り
、
港
は
情
報
、
伝

達
の
場
と
し
て
の
機
能
を
薄
め
、
物
流
機
能
だ
け
が
拡

大
し
て
い
く
よ
う
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
戸
数
百
戸
あ
ま

り
の
寒
村
か
ら
国
家
行
政
の
中
で
急
拠
開
港
す
る
に
至

っ
た
た
め
、
背
後
資
本
の
形
成
が
未
熟
で
あ
り
、
し
か

も
明
治
政
府
以
来
の
中
央
集
権
政
策
の
影
響
を
受
け
貿

易
の
拡
大
に
伴
っ
て
地
場
資
本
は
次
第
に
東
京
の
中
央

資
本
に
征
服
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
現
在
で
は
横
浜
港
の

取
扱
貨
物
量
の
う
ち
県
内
の
商
社
・
貿
易
商
が
扱
っ
て

い
る
量
は
輸
出
で
二
％
、
輸
入
で
三
％
に
過
ぎ
な
い
。

　
一
方
、
戦
後
の
東
京
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
化
を
通
し
、

横
浜
と
の
関
係
が
稀
薄
な
人
々
が
大
量
流
入
し
、
都
市

の
規
模
を
拡
大
し
て
い
っ
た
。

　
そ
し
て
港
湾
と
都
市
の
拡
大
は
、
両
者
の
均
衡
点
に

あ
た
る
都
市
臨
海
部
に
お
い
て
交
通
公
害
等
に
見
ら
れ

る
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
都
市
問
題
を
産
み
出
し
た
の

で
あ
る
。

　
し
た
が
っ
て
こ
の
均
衡
点
に
あ
た
る
横
浜
駅
東
口
か

ら
新
港
ふ
頭
に
至
る
都
市
臨
海
部
を
、
港
湾
機
能
か
ら

一

都
市
機
能
へ
の
転
換
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
在
の

都
市
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
す
る
計
画
が
、
打
ち
出
さ

れ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
機
能
転
換
を
両
者
の
衝
突
と
し
で
処
理
す
る
こ

と
な
く
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
こ
と
が
、
新
た
な
蜜
月
時
代

の
第
一
歩
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
本
文
で
は
第
Ⅱ
章
に
臨
海
部
再
開
発
に
至
る
ま
で
の

背
景
、
第
Ⅲ
章
に
再
開
発
の
手
段
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ

い
て
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。

一
―
ま
え
が
き

二
―
都
市
と
港
湾

三
―
都
心
臨
海
部
の
再
開
発

四
―
お
わ
り
に

都
市
と
港
湾

ニ(
一
)
　
港
湾
整
備
の
経
過
と
方
向

　
安
政
五
年
の
「
日
米
修
好
条
約
」
が
締
結
さ
れ
て
同
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六
年
横
浜
港
の
第
一
歩
が
始
ま
っ
た
。

　
当
時
、
西
波
止
場
と
東
波
止
場
を
持
っ
て
出
発
し
た

横
浜
港
は
、
明
治
年
間
の
飛
躍
的
貿
易
拡
大
に
よ
っ
て

現
在
の
大
桟
橋
の
前
身
で
あ
る
鉄
さ
ん
橋
、
そ
し
て
新

港
ふ
頭
と
、
近
代
的
施
設
を
備
え
た
港
と
し
て
整
備
さ

れ
て
い
っ
た
。
さ
ら
に
そ
の
後
明
治
政
府
の
も
と
で
、

富
国
強
兵
・
重
化
学
工
業
推
進
政
策
が
図
ら
れ
、
造
船

業
界
の
発
展
が
起
こ
り
、
横
浜
船
渠
会
社
が
設
立
さ

れ
、
工
業
発
展
の
基
盤
も
作
り
上
げ
ら
れ
た
。

　
そ
し
て
時
代
を
経
る
に
従
っ
て
商
業
・
工
業
と
も
発

展
し
、
横
浜
港
は
総
合
港
湾
と
し
て
現
在
建
設
中
の
大

黒
ふ
頭
ま
で
段
階
的
整
備
が
行
わ
れ
て
き
た
の
で
あ
る

　
し
か
し
、
横
浜
港
の
体
質
は
経
済
成
長
期
に
お
け
る

物
流
革
新
時
代
に
重
化
学
工
業
資
本
の
要
請
や
、
中
央

集
権
的
諸
行
政
の
中
で
種
々
の
問
題
点
を
表
出
し
た
の

で
あ
る
。

　
重
化
学
工
業
を
軸
と
す
る
大
量
生
産
、
大
量
輸
送
は

必
然
的
に
海
外
市
場
の
確
保
と
深
化
の
た
め
に
流
通
コ

ス
ト
の
削
減
を
求
め
、
き
び
し
い
合
理
化
を
港
湾
機
能

に
要
請
し
た
。

　
さ
ら
に
横
浜
港
は
国
家
的
行
政
の
中
で
東
日
本
の
表

玄
関
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
、
首
都
圏
経
済
の
物
流
基

地
と
し
て
の
課
題
を
背
負
っ
て
い
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
横
浜
港
は
新
し
い
輸
送
手
段
と
大
量

貨
物
に
対
応
す
る
た
め
に
、
乱
開
発
と
も
思
わ
れ
る
ほ

ど
の
大
規
模
整
備
を
連
続
的
に
行
い
、
日
本
経
済
の
一

翼
を
担
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
昭
和
四
十
八
、
九
年
に
お
け
る
石

油
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
っ
て
高
度
経
済
成
長
か
ら
安
定
成
長

時
代
に
突
入
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
港
湾
は
経
済
を

も
っ
と
も
近
似
的
に
反
映
す
る
場
と
い
わ
れ
、
四
十
八

年
に
一
億
三
千
万
ト
ン
を
超
え
て
い
た
横
浜
港
取
扱
貨

物
量
も
、
五
十
年
に
は
一
億
一
千
万
ト
ン
台
に
落
ち
込

み
、
経
済
発
展
の
ス
ピ
ー
ド
鈍
化
が
明
白
な
事
実
で
あ

る
こ
と
を
現
わ
し
て
い
る
。
こ
の
時
代
に
あ
っ
て
は
、

横浜市埋立事業実施年次経過概要図―１

港
湾
整
備
の
方
向
を
定
量
的
余
裕
か
ら
生
ま
れ
た
質
的

変
換
の
方
に
向
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
さ
ら
に
、
昭

和
四
十
八
年
港
湾
法
の
改
正
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
海

面
の
大
規
模
開
発
の
た
め
に
、
余
り
に
都
市
サ
イ
ド
い

わ
ゆ
る
市
民
を
水
際
線
か
ら
遠
ざ
け
た
こ
と
に
対
す
る

反
省
か
ら
環
境
整
備
を
積
極
的
に
行
う
こ
と
を
法
制
化

し
た
。
こ
れ
は
単
に
港
湾
区
域
内
の
環
境
整
備
を
行
う

に
留
ら
ず
、
都
市
と
有
機
的
に
結
び
付
い
た
環
境
整
備

で
あ
り
、
都
市
機
能
の
新
た
な
開
発
空
間
と
し
て
の
場
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が
海
面
で
あ
る
こ
と
も
意
味
し
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
二
点
の
港
湾
を
取
り
巻
く
状
況
の
変
化
の
中

で
港
湾
は
一
つ
の
転
換
期
に
さ
し
か
か
っ
て
い
る
と
い

え
る
。

(
二
)
　
都
心
部
の
強
化

　
港
湾
の
明
治
政
府
以
来
の
中
央
集
権
的
行
政
の
一
環

と
し
て
の
独
立
的
な
発
展
の
一
方
で
、
都
市
も
、
独
自

の
発
展
、
形
成
を
続
け
て
き
た
。
開
港
当
時
か
ら
大
正

時
代
に
か
け
て
の
段
階
的
港
湾
整
備
に
伴
う
街
づ
く
り

は
、
両
者
の
機
能
的
結
合
と
し
て
規
模
が
小
さ
か
っ
た

こ
と
が
あ
る
と
し
て
も
評
価
で
き
る
も
の
で
あ
っ
た

が
、
大
正
中
期
以
降
の
横
浜
市
へ
の
大
資
本
の
導
入
、

そ
し
て
東
京
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
化
と
し
て
の
大
量
人
口

の
流
人
が
あ
り
、
港
湾
の
発
展
と
異
な
る
都
市
の
拡
大

が
起
こ
っ
た
。
こ
れ
は
と
り
も
な
お
さ
ず
東
京
を
中
心

と
す
る
首
都
圏
経
済
の
膨
張
に
よ
る
衛
星
都
市
の
必
然

的
拡
大
で
あ
り
、
立
地
的
に
東
京
の
衛
星
都
市
で
あ
る

横
浜
の
宿
命
的
課
題
で
あ
る
。

　
こ
の
結
果
、
こ
の
都
市
の
拡
大
は
、
都
心
部
へ
の
都

市
機
能
の
集
中
、
拡
大
に
つ
な
が
り
、
横
浜
市
の
二
つ

に
分
離
さ
れ
た
横
浜
駅
西
口
地
区
、
関
内
地
区
の
都
心

部
の
膨
張
が
起
こ
っ
た
。

　
関
内
地
区
を
中
心
と
し
て
伊
勢
佐
木
町
そ
し
て
南
区

に
至
る
港
湾
地
区
か
ら
く
さ
び
を
打
ち
込
ん
だ
形
の
都

心
部
は
、
横
浜
の
も
っ
と
も
古
い
街
で
、
開
港
と
同
時

に
形
成
さ
れ
、
港
湾
機
能
業
務
と
そ
れ
に
と
も
な
う
商

業
地
区
と
し
て
発
展
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
一
方
、
横
浜
駅
西
口
地
区
は
、
先
に
述
べ
た
東
京
の

ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
の
大
量
人
口
流
入
に
伴
う
横
浜

市
内
陸
部
の
住
宅
地
区
の
拡
大
に
よ
る
、
一
大
交
通
タ

ー
ミ
ナ
ル
と
し
て
発
展
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
こ
れ
ら
二
つ
の
都
心
部
が
分
離
し
て
機
能

す
る
こ
と
は
大
都
市
に
と
っ
て
は
大
き
な
弱
点
で
あ

り
、
至
急
そ
の
有
機
的
結
合
が
要
請
さ
れ
て
い
る
。

　
横
浜
は
今
や
人
口
二
五
〇
万
を
超
え
る
大
都
市
で
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
質
的
に
は
、
業
務
、
商
業
、
文

化
等
、
多
方
面
に
お
い
て
東
京
依
存
の
体
質
を
持
っ
て

い
る
た
め
、
独
立
し
た
都
市
的
機
能
を
持
た
ず
、
衛
星

都
市
の
域
を
出
ず
に
い
る
。
し
た
が
っ
て
国
際
都
市
そ

し
て
独
立
都
市
横
浜
の
形
成
を
図
る
必
要
が
あ
り
、
そ

の
一
つ
の
方
策
が
都
心
部
の
強
化
、
す
な
わ
ち
、
都
心

臨
海
部
の
再
開
発
で
あ
る
。

都
心
臨
海
部
の
再
開
発

(
一
)
　
地
区
の
現
況
と
問
題
点

　
都
心
臨
海
部
は
、
関
内
地
区
と
横
浜
駅
西
口
と
の
両

都
心
を
結
ぶ
回
廊
部
に
位
置
す
る
と
と
も
に
、
港
湾
の

強
い
影
響
下
に
あ
る
地
区
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
地
区

は
、
通
常
、
両
都
心
の
発
展
に
よ
り
、
序
々
に
港
湾
と

都
市
の
融
合
化
が
進
み
、
都
心
的
土
地
利
用
に
転
換
し

て
い
く
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
況
は
、
ふ

頭
、
倉
庫
、
造
船
所
、
国
鉄
貨
物
ヤ
ー
ド
等
、
今
日
で

は
都
心
機
能
と
の
結
び
つ
き
が
薄
く
な
っ
て
し
ま
っ
た

物
流
機
能
が
、
明
治
以
来
、
占
有
し
つ
づ
け
て
い
る
。

土
地
利
用
転
換
が
進
ま
な
い
の
は
、
二
つ
の
理
由
が
考

都心臨海部現況図図―２
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え
ら
れ
る
。
一
つ
は
、
当
該
地
区
が
、
鉄
道
、
幹
線
道

路
等
に
よ
り
、
物
理
的
に
既
存
都
市
と
遮
断
さ
れ
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
現
存
し
て
い
る
前
述

の
各
機
能
が
歴
史
も
古
く
、
単
一
の
規
模
に
お
い
て
も

数
十
h
a
と
大
き
く
、
し
か
も
都
心
機
能
と
の
結
び
つ
き

は
薄
れ
た
が
。
現
在
で
も
重
要
な
役
割
を
果
し
て
お
り
、

強
固
な
力
を
持
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は

か
え
っ
て
、
ス
プ
ロ
ー
ル
的
な
開
発
の
侵
蝕
を
受
け
ず

に
、
計
画
的
開
発
が
受
け
入
れ
ら
れ
る
余
地
を
残
し
て

い
る
と
い
え
よ
う
。
（
図
―
２
参
照
）

(
二
)
　
再
開
発
の
動
機

　
一
見
、
固
定
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
土
地
利
用
に

も
、
変
化
の
兆
が
生
ま
れ
て
い
る
。
数
例
を
挙
げ
て
み

る
と
、

(
１
)
　
横
浜
駅
東
口
再
開
発
事
業
の
進
行

　
現
在
、
東
口
開
発
公
社
に
よ
っ
て
、
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ

ル
、
交
通
広
場
、
地
下
街
、
商
業
施
設
等
の
計
画
、
建

設
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
完
成
す
れ
ば
都
心
臨
海
部
北

部
の
拠
点
と
し
て
、
周
辺
地
区
に
大
き
な
影
響
を
与
え

る
で
あ
ろ
う
。

(
２
)
　
新
港
ふ
頭
の
再
開
発
計
画

　
新
港
ふ
頭
は
、
明
治
三
十
三
年
着
工
、
大
正
五
年
完

成
の
横
浜
港
最
古
の
近
代
ふ
頭
で
あ
り
、
大
震
災
に
よ

る
破
壊
後
の
応
急
復
旧
の
ま
ま
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
施
設
は
老
朽
化
し
て
危
険
で
あ
り
、
機
能

も
旧
来
の
ま
ま
で
、
利
用
効
率
の
悪
い
ふ
頭
に
な
っ
て

い
る
。
市
内
部
で
再
開
発
の
計
画
を
進
め
て
い
る
。

(
３
)
　
三
菱
重
工
横
浜
造
船
所
の
移
転
計
画

　
横
浜
造
船
所
は
都
心
臨
海
部
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置

し
、
三
十
余
h
a
の
広
い
敷
地
を
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら

早
く
か
ら
都
心
部
強
化
の
再
開
発
重
要
拠
点
と
し
て
注

目
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
造
船
所
の
機
能
も
、
明
治
二

十
四
年
開
設
以
来
、
数
次
に
わ
た
る
増
設
の
結
果
、
敷

地
の
利
用
限
界
に
達
し
、
作
業
効
率
の
低
下
、
労
働
環

境
の
悪
化
等
が
生
じ
、
抜
本
的
解
決
の
た
め
移
転
の
必

要
が
迫
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
二
点
か
ら
、
造
船
所
の
金

沢
地
先
埋
立
地
へ
の
移
転
、
跡
地
の
潜
在
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
の
有
効
利
用
を
図
っ
た
再
開
発
の
方
向
が
、
打
ち
出

さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
他
に
も
。
東
横
浜
駅
の
移
転
、
横
浜
駅
東
口
周
辺

の
倉
庫
群
の
土
地
利
用
転
換
の
動
き
等
が
み
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
変
化
を
求
め
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
、
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
と
な
る
べ
き
目
標
、
計
画
を
定
め
て
規
制
、
誘

導
す
る
こ
と
が
、
当
該
地
区
の
再
開
発
を
成
功
さ
せ
る

秘
訣
で
あ
ろ
う
。

(
三
)
　
再
開
発
の
目
標

　
当
該
地
区
の
再
開
発
の
ね
ら
い
は
、
都
市
サ
イ
ド
か

ら
み
れ
ば
都
心
部
強
化
、
港
湾
サ
イ
ド
か
ら
み
れ
ば
か

つ
て
の
よ
う
な
市
民
（
都
市
）
と
の
結
び
つ
き
を
取
り

も
ど
す
こ
と
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
次
の
よ
う
な
こ
と

(
１
)
　
地
域
主
義
の
推
進

　
戦
後
の
東
京
べ
ッ
ド
タ
ウ
ン
化
に
よ
り
、
市
民
意
識

の
稀
薄
、
文
化
、
商
業
機
能
の
東
京
依
存
、
通
勤
地
獄
、

市
財
政
の
圧
迫
等
の
諸
問
題
を
惹
起
し
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
諸
問
題
を
解
決
す
る
に
は
、
当
該
地
区
に
第
三
次

産
業
を
導
入
し
、
一
大
都
心
を
形
成
し
、
東
京
か
ら
自

立
し
た
、
住
む
、
働
く
、
学
ぶ
、
遊
ぶ
と
い
う
市
民
生

活
の
総
合
機
能
を
持
っ
た
横
浜
を
再
生
す
る
こ
と
で
あ

る
。
一
方
、
港
湾
サ
イ
ド
か
ら
み
て
も
、
国
家
的
要
請

の
物
流
の
受
け
皿
と
し
て
の
港
湾
だ
け
で
な
く
、
市
民

生
活
や
地
域
経
済
に
大
き
く
寄
与
す
る
港
湾
へ
変
え
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

(
２
)
都
心
部
交
通
体
系
の
再
整
備

　
関
内
と
横
浜
駅
周
辺
と
の
二
つ
の
都
心
を
結
ぶ
道
路

は
、
地
勢
上
、
国
道
十
六
号
線
と
桜
川
新
道
に
集
約
さ

れ
、
し
か
も
本
牧
、
山
下
の
港
湾
貨
物
車
の
大
半
が
通

行
す
る
た
め
、
横
浜
最
大
の
交
通
ネ
ッ
ク
地
点
に
な
っ

て
い
る
。
回
廊
部
の
再
開
発
に
よ
り
両
都
心
の
一
体
化

を
進
め
、
都
心
部
道
路
体
系
を
再
整
備
す
る
と
と
も
に

湾
岸
道
路
の
建
設
に
併
せ
て
、
都
心
に
立
地
す
る
港
湾

機
能
の
合
理
化
等
に
よ
り
、
都
心
内
の
物
流
交
通
を
制

御
す
る
必
要
が
あ
る
。

(
３
)
　
市
民
生
活
と
海
の
ふ
れ
あ
い

　
か
つ
て
白
砂
青
松
を
誇
っ
た
横
浜
の
海
岸
線
も
、
明

治
以
来
の
工
場
用
地
埋
立
の
結
果
、
市
民
か
ぶ
れ
ら
れ
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る
場
を
ほ
と
ん
ど
失
っ
て
し
ま
っ
た
。
公
共
空
間
で
あ

る
商
港
す
ら
も
、
物
流
革
新
に
よ
る
機
械
化
、
巨
大
化

に
よ
っ
て
、
市
民
に
馴
み
に
く
い
も
の
に
変
わ
っ
て
し

ま
っ
た
。
市
民
が
も
っ
と
も
集
ま
る
都
心
部
に
、
再
び

海
に
、
そ
し
て
港
に
ふ
れ
あ
う
場
を
広
げ
て
い
く
こ
と

は
、
港
湾
都
市
横
浜
の
発
展
に
欠
か
せ
な
い
こ
と
で
あ

る
。

(
４
)
　
歴
史
的
環
境
の
保
存

　
当
該
地
区
及
び
周
辺
部
は
、
開
港
以
来
、
中
心
地
区

と
し
て
栄
え
た
所
な
の
で
、
重
要
な
役
割
を
果
し
、
し

か
も
文
化
的
に
も
価
値
の
あ
る
歴
史
的
建
造
物
が
数
多

く
存
在
し
て
い
る
。
歴
史
の
浅
い
横
浜
に
お
い
て
は
、

こ
の
よ
う
な
建
造
物
の
積
極
的
な
市
民
的
利
用
を
計

り
、
周
囲
の
環
境
と
と
も
に
、
後
世
に
歴
史
的
遺
産
と

し
て
残
し
て
い
く
こ
と
は
我
々
の
使
命
で
あ
る
。

(
四
)
　
再
開
発
計
画

　
都
心
臨
海
部
は
、
今
後
の
横
浜
市
の
発
展
を
担
う
最

重
要
拠
点
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
ま
で
多
く
官
庁
、
民

間
事
務
所
等
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
再
開
発
プ
ラ
ン
を
描
い

て
い
る
。
い
ず
れ
も
当
該
地
区
を
将
来
の
横
浜
の
一
大

都
市
と
し
て
位
置
付
け
、
商
業
、
業
務
、
文
化
、
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
等
の
総
合
機
能
を
持
っ
た
街
づ
く
り
を

提
案
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
こ
れ
ら
の
各
プ
ラ
ン
の
中

で
、
技
術
的
検
討
を
十
分
踏
ま
え
て
お
り
、
事
業
の
可

能
性
か
ら
み
て
も
秀
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
一
プ
ラ

地区別土地利用の性格および面積諸元表－１
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ン
を
紹
介
し
て
、
説
明
し
よ
う
。
図
―
３
は
土
地
利
用

計
画
図
、
表
―
１
は
再
開
発
地
区
別
の
土
地
利
用
の
性

格
及
び
面
積
諸
元
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
プ
ラ
ン
の

具
体
的
内
容
に
つ
い
て
記
す
と
、

(
１
)
　
埋
立
法
線
計
画

　
東
京
湾
は
首
都
圏
に
と
っ
て
、
海
運
、
防
災
、
生
活

環
境
等
、
多
く
の
面
で
重
要
な
役
割
を
果
し
て
い
る
。

貴
重
な
水
面
を
で
き
る
限
り
後
世
に
残
す
こ
と
は
、
我

々
の
重
要
な
責
務
で
あ
る
。
本
プ
ラ
ン
で
も
埋
立
は
、

三
菱
跡
地
の
複
雑
な
水
際
線
の
整
合
、
新
港
ふ
頭
の
事

業
化
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
の
埋
立
等
、
最
小
限
に
抑

え
て
い
る
。

　
法
線
の
線
形
に
つ
い
て
は
、
水
深
、
地
質
、
水
路
等

の
自
然
条
件
が
考
慮
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
だ

が
、
幹
線
道
路
、
鉄
道
、
ふ
頭
の
岸
壁
等
か
ら
な
る
既

存
の
軸
線
と
整
合
さ
せ
、
わ
か
り
や
す
い
街
づ
く
り
を

ね
ら
い
と
し
て
い
る
。
一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
三
菱
跡
地

の
前
面
埋
立
法
線
は
国
道
十
六
号
線
及
び
国
鉄
根
岸
線

と
平
行
で
あ
る
。
次
に
重
要
視
し
て
い
る
の
は
ビ
ス
タ

　
（
眺
望
）
で
あ
る
。
三
菱
跡
地
前
面
の
水
際
線
は
、
臨

海
公
園
と
し
て
広
く
市
民
の
憩
の
場
と
な
る
よ
う
計
画

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
公
園
か
ら
見
る
ベ
イ
ブ
リ
ッ
ジ
の

姿
と
入
港
し
て
く
る
船
舶
を
眺
め
る
ビ
ス
タ
は
貴
重
な

財
産
で
あ
り
、
こ
の
ビ
ス
タ
が
阻
害
さ
れ
な
い
よ
う
新

港
ふ
頭
の
法
線
は
工
夫
さ
れ
て
い
る
。

(
２
)
　
交
通
計
画

調査季報52―76.12
51

　
横
浜
駅
東
口
、
高
島
ヤ
ー
ド
、

三
菱
跡
地
の
各
地
区
を
縦
貫
す

る
幹
線
道
路
が
骨
格
と
な
っ
て

い
る
。
こ
の
新
し
い
幹
線
道
路

は
、
国
道
十
六
号
線
の
交
通
渋

滞
を
解
消
す
る
と
と
も
に
、
再

開
発
地
域
の
交
通
サ
ー
ビ
ス
を

果
す
も
の
で
あ
る
。
こ
の
時
点

で
は
、
本
牧
、
山
下
の
港
湾
貨

物
車
は
、
湾
岸
道
路
を
通
行
す

る
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

新
し
い
幹
線
道
路
と
既
存
幹
線

道
路
と
の
接
続
点
は
重
要
な
意

味
を
持
つ
が
、
北
端
で
は
神
奈

川
公
園
前
で
国
道
十
五
号
線

に
、
南
端
で
は
桜
木
町
駅
前
で

国
道
一
三
三
号
線
に
接
続
し
て

い
る
。
い
ず
れ
も
二
本
以
上
の

幹
線
道
路
が
一
本
に
絞
ら
れ
て

い
る
地
点
で
あ
る
。
新
港
ふ
頭

で
は
、
現
在
の
馬
車
道
の
延
長

部
の
道
路
を
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

ス
ト
リ
ー
ト
に
変
え
て
歩
行
者

の
吸
引
力
を
強
め
、
自
動
車
交

通
に
対
し
て
は
国
道
十
六
号
線

を
尾
上
町
か
ら
延
伸
さ
せ
、
強



化
し
て
い
る
。
新
し
い
街
づ
く
り
と
し
て
、
歩
行
者
専

用
道
が
公
園
緑
地
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
組
ん
で
積
極
的

に
導
入
さ
れ
、
人
と
車
の
分
離
を
図
っ
て
い
る
こ
と
も

注
目
に
値
す
る
。

　
大
量
交
通
機
関
と
し
て
は
、
神
奈
川
通
り
か
ら
、
横

浜
駅
東
口
、
三
菱
跡
地
、
新
港
ふ
頭
を
経
て
横
浜
公
園

に
至
る
地
下
鉄
を
計
画
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
横
浜
線

の
都
心
導
入
、
ま
た
は
、
地
下
鉄
２
号
線
の
変
更
と
し

て
の
事
業
化
を
想
定
し
た
も
の
で
あ
る
。

(
３
)
　
土
地
利
用
計
画

　
土
地
利
用
計
画
に
お
い
て
も
っ
と
も
特
徴
的
な
こ
と

は
、
水
際
線
の
ほ
と
ん
ど
が
公
園
に
占
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
市
民
生
活
と
海
の
ふ
れ
あ
い
と
い
う
テ

ー
マ
に
そ
っ
て
、
連
担
し
た
一
大
臨
海
公
園
を
設
け
、

内
陸
部
の
交
通
拠
点
や
公
園
と
歩
行
者
専
用
道
等
に
よ

っ
て
結
ぶ
こ
と
に
よ
り
、
グ
リ
ー
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

形
成
し
て
い
る
。
一
文
字
ふ
頭
に
よ
っ
て
臨
海
公
園
が

切
断
さ
れ
て
い
る
の
は
、
こ
の
ふ
頭
の
建
設
時
期
が
昭

和
三
十
年
代
と
新
し
く
、
短
期
的
な
土
地
利
用
転
換
が

困
難
な
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
長
期
的
に
は
、
一
文

字
ふ
頭
を
緑
地
に
変
え
、
三
菱
跡
地
と
吊
橋
等
で
結
ぶ

こ
と
に
よ
り
、
山
下
公
園
か
ら
高
島
ふ
頭
に
至
る
大
臨

海
公
園
が
実
現
し
よ
う
。

　
臨
海
公
園
は
、
二
つ
の
重
要
な
歴
史
的
建
造
物
を
取

り
入
れ
て
計
画
さ
れ
て
い
る
。
一
つ
は
新
港
ふ
頭
の
煉

瓦
一
、
二
号
上
屋
で
、
市
民
か
ら
、
通
称
、
赤
レ
ン
ガ

倉
庫
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
建
物
で
あ
る
。
明
治
四

十
四
年
、
大
蔵
省
臨
時
建
設
部
（
部
長
、
妻
木
頼
黄
）

の
設
計
、
監
督
に
よ
っ
て
竣
功
し
た
も
の
で
、
厚
さ
五

十
四
の
イ
ギ
リ
ス
積
み
の
レ
ン
ガ
壁
体
か
ら
な
る
重
量

感
あ
ふ
れ
る
建
物
で
、
倉
庫
建
築
の
最
高
峰
と
し
て
評

価
さ
れ
て
お
り
、
文
化
財
的
価
値
は
高
い
。
重
要
文
化

財
に
指
定
し
て
完
全
保
存
す
る
よ
り
も
。
海
洋
博
物
館
、

横
浜
港
記
念
館
等
、
海
（
港
）
と
の
結
び
つ
き
が
あ
り
、

市
民
に
親
し
ま
れ
る
文
化
施
設
と
し
て
再
生
利
用
し
、

保
存
を
図
る
の
が
望
ま
し
い
。

　
も
う
一
つ
は
、
三
菱
重
工
横
浜
造
船
所
の
一
、
二
号

ド
ッ
ク
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
人
ワ
ト
ソ
ン
の
設
計
に
よ

り
、
明
治
三
十
年
代
に
完
成
し
た
も
の
で
、
壁
面
、
床

と
も
、
根
府
川
石
造
で
、
壁
面
は
階
段
状
に
な
っ
て
い

る
。
私
企
業
の
工
場
内
に
あ
り
、
構
造
物
も
地
表
面
下

で
あ
る
た
め
。
一
般
に
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、

古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
競
技
場
を
連
想
さ
せ
る
景
観
と
構
造

美
を
も
っ
て
お
り
、
我
が
国
の
造
船
の
草
分
け
的
存
在

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
文
化
財
的
価
値
も
け
っ
し
て
赤
レ

ン
ガ
倉
庫
に
劣
る
こ
と
は
な
い
と
い
え
よ
う
。
ま
だ
見

て
な
い
人
は
一
見
の
価
値
が
あ
ろ
う
。
こ
の
ド
ッ
ク
を

ス
ポ
ー
ツ
施
設
、
あ
る
い
は
催
物
場
と
し
て
再
利
用
す

る
こ
と
に
よ
り
、
新
港
ふ
頭
の
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
周
辺
の

公
園
が
持
つ
文
化
的
色
彩
が
強
く
、
格
調
の
高
い
静
的

な
性
格
に
対
し
て
、
新
都
心
に
ふ
さ
わ
し
い
、
に
ぎ
や

か
な
、
気
軽
に
利
用
で
き
る
動
的
な
ド
ッ
ク
公
園
の
性

格
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
で
あ
ろ
う
。

　
三
菱
跡
地
で
は
、
新
都
心
の
中
核
と
し
て
、
商
業
業

務
用
地
が
大
半
を
占
め
て
い
る
。
水
際
線
に
平
行
し
て

三
つ
の
ゾ
ー
ン
に
分
け
。
水
際
線
か
ら
離
れ
た
ゾ
ー
ン

ほ
ど
容
積
率
及
び
単
位
街
区
面
積
を
大
き
く
し
て
い

る
。
こ
れ
は
海
か
ら
受
け
る
利
益
を
、
で
き
る
か
ぎ
り

再
開
発
区
域
全
体
に
還
元
し
よ
う
と
い
う
ね
ら
い
か
ら

で
あ
る
。
各
街
区
の
性
格
と
し
て
は
、
臨
海
ゾ
ー
ン
は

臨
海
公
園
と
調
和
の
と
れ
た
ホ
テ
ル
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、

公
共
公
益
施
設
等
の
特
殊
な
土
地
利
用
、
中
間
ゾ
ー
ン

は
丸
ノ
内
型
、
内
陸
ゾ
ー
ン
は
新
宿
副
都
心
型
と
想
定

さ
れ
よ
う
。
新
港
ふ
頭
の
商
業
々
務
用
地
は
、
そ
の
歴

史
的
役
割
か
ら
、
港
湾
業
務
の
管
理
中
枢
機
能
が
立
地

す
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。

　
再
開
発
に
お
け
る
当
該
地
区
の
港
湾
機
能
の
あ
り
方

は
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
新
港
ふ
頭
の
再
開
発
は
、
過

去
数
年
間
、
港
湾
局
と
企
画
調
整
局
と
で
激
論
を
闘
わ

し
て
き
た
問
題
で
も
あ
る
。
環
境
整
備
を
図
り
な
が
ら
、

港
湾
機
能
の
拡
大
再
整
備
を
主
張
す
る
港
湾
局
と
、
物

流
機
能
は
湾
岸
道
路
に
面
し
た
大
黒
、
本
牧
等
の
各
ふ

頭
に
集
約
し
、
都
心
部
ふ
頭
の
都
市
機
能
へ
の
転
換
を

主
張
す
る
企
画
調
整
局
と
の
論
戦
は
、
横
浜
の
都
市
問

題
の
本
質
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
た
も
の
で
あ
る
。
本
市

最
古
の
近
代
ふ
頭
で
、
船
員
や
古
く
か
ら
横
浜
に
居
住

し
て
い
る
市
民
か
ら
セ
ン
タ
ー
ピ
ア
の
別
称
で
親
し
ま

れ
て
お
り
、
し
か
も
ほ
と
ん
ど
が
港
湾
関
連
の
国
有
地
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の
た
め
、
港
湾
整
備
事
業
以
外
の
効
果
的
な
事
業
手
法

が
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
新
港
ふ
頭
か
ら
港
湾
機
能
を

完
全
に
除
外
し
て
し
ま
う
こ
と
は
望
ま
し
く
な
い
。
本

プ
ラ
ン
で
も
、
物
流
交
通
を
発
生
せ
ず
市
民
が
親
し
み

を
持
っ
て
い
る
旅
客
船
バ
ー
ス
や
、
も
っ
と
も
堅
固
な

地
盤
上
で
立
地
す
る
ふ
頭
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
震
災
時

の
物
資
輸
送
の
拠
点
バ
ー
ス
を
計
画
し
て
い
る
。

(
五
)
　
再
開
発
計
画
推
進
上
の
問
題
点

　
最
後
に
、
再
開
発
計
画
を
進
め
る
上
で
の
問
題
点
に

ふ
れ
て
み
よ
う
。
横
浜
造
船
所
や
高
島
ヤ
ー
ド
の
移
転

の
実
現
、
各
地
区
の
開
発
時
期
の
ズ
レ
に
対
応
し
た
暫

定
措
置
等
、
多
く
の
問
題
点
を
抱
え
て
い
る
が
、
こ
こ

で
は
、
も
っ
と
も
重
要
な
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
東
京
指

向
性
か
ら
の
脱
却
と
い
う
問
題
に
焦
点
を
当
て
て
み

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
こ
の
再
開
発
の
成
否
の
カ
ギ
は
当
該
地
区
に
強
大
な

第
三
次
産
業
を
導
入
で
き
る
か
と
い
う
点
に
あ
る
。
企

業
は
集
積
の
相
乗
効
果
を
求
め
、
ま
す
ま
す
東
京
へ
集

積
す
る
。
強
者
は
ま
す
ま
す
強
く
、
弱
者
は
ま
す
ま
す

資
本
で
あ
り
、
地
元
資
本
の
取
扱
い
は
わ
ず
か
数
％
で

あ
る
。
こ
の
問
題
を
是
正
し
な
い
か
ぎ
り
、
い
か
に
港

が
栄
え
よ
う
と
東
京
の
物
流
基
地
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ

る
。
こ
の
地
域
経
済
と
港
と
の
結
び
つ
き
を
強
化
す
る

こ
と
こ
そ
自
治
体
で
あ
り
、
港
湾
管
理
者
で
も
あ
る
本

市
の
使
命
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
し
て
ま
さ
し
く
こ
の

点
に
、
都
心
臨
海
部
再
開
発
の
実
現
の
キ
ー
ポ
イ
ン
ト

が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

お
わ
り
に

弱
く
が
、
資
本
の
論
理
で
あ
る
。
集
積
が
過
密
と
な
り

超
過
密
と
な
っ
て
、
決
定
的
な
デ
メ
リ
ッ
ト
が
生
じ
る

ま
で
、
集
積
は
進
む
。
高
度
成
長
時
代
な
ら
い
ざ
知
ら

ず
、
安
定
成
長
時
代
に
入
っ
た
現
在
で
は
、
企
業
が
、

工
場
で
は
な
く
、
第
三
次
産
業
と
し
て
、
東
京
か
ら
地

方
へ
分
散
し
て
い
く
ま
で
、
受
け
皿
だ
け
用
意
し
て
待

つ
の
は
得
策
で
は
な
い
。
国
の
地
方
分
散
政
策
も
こ
の

再
開
発
に
と
っ
て
は
強
力
な
援
助
と
は
な
ら
な
い
。
し

か
し
対
策
は
あ
る
。
本
市
に
お
い
て
第
三
次
産
業
を
誘

引
で
き
る
力
を
持
っ
て
い
る
も
の
が
、
一
つ
だ
け
あ
る
。

そ
れ
は
ま
さ
し
く
港
で
あ
る
。
大
井
ふ
頭
の
完
成
等
に

よ
り
東
京
湾
内
に
お
け
る
横
浜
港
の
相
対
的
地
位
は
低

下
し
た
が
、
大
井
ふ
頭
か
ら
陸
揚
げ
さ
れ
た
貨
物
の
多

く
が
。
通
関
手
続
の
迅
速
を
求
め
て
横
浜
に
陸
送
さ
れ
、

通
関
を
受
け
る
な
ど
、
ソ
フ
ト
面
で
の
横
浜
港
の
力
は
、

ま
だ
強
大
で
あ
る
。
大
黒
ふ
頭
の
建
設
、
後
背
地
の
基

盤
整
備
等
に
よ
っ
て
大
横
浜
港
の
復
活
は
可
能
で
あ

る
。
こ
こ
で
も
っ
と
も
重
要
な
点
は
、
横
浜
経
済
と
横

浜
港
の
結
び
つ
き
の
強
化
で
あ
る
。
現
在
、
横
浜
港
出

入
の
貨
物
を
取
扱
っ
て
い
る
の
は
、
ほ
と
ん
ど
が
東
京

　
都
心
臨
海
部
の
再
開
発
を
、
港
湾
機
能
か
ら
都
市
機

能
へ
の
土
地
利
用
転
換
と
し
て
見
て
き
た
が
、
再
開
発

を
実
現
す
る
に
は
、
港
湾
機
能
と
地
域
経
済
、
言
葉
を

変
え
れ
ば
都
市
機
能
の
結
び
つ
き
の
強
化
を
図
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
と
わ
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
の
再

開
発
が
、
港
湾
機
能
を
追
い
出
し
て
都
市
機
能
に
変
え

る
こ
と
で
は
な
く
、
港
湾
機
能
と
都
市
機
能
の
融
合
、

す
な
わ
ち
都
市
と
港
の
新
し
い
蜜
月
時
代
の
夜
明
け
で

あ
る
こ
と
を
明
確
に
裏
付
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
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